
２０２４年度から「原爆先生の特別授業 ７０００℃の少年」をバージョンアップしました。 新しい特別授業は

アーカイブ映像やイラスト等の画像を効果的に使用し、児童（受講者）を原爆や戦争の非日常に体感させます。

特別授業の実施に必要な事項を下記いたします。本紙をご一読の上、ご準備をお願いします。

１．会場設営と準備機器に関してのお願い

①会場設営 ・・・ 直射日光が差し込む明るい会場を避けてください

会場の大小や新旧は問題ありませんが、黒カーテンで日光を完全に遮り、室内を可能な限り暗くでき、

常設照明によって明るさを調整できる会場が理想的です。直射日光が差し込む明るい会場では映像が減衰

して体感効果が著しく劣化します。 （快晴の屋外での映画鑑賞を想像してください）

  機器の留意点

●移動スピーカー（体育館等の常設スピーカーも同様） ・・・ 雑音やハウリングが生じる機器は NG
スピーカーの雑音チェックをお願いします。移動スピーカーの音量調整は当日講師が行いま

す。（体育館等の）常設スピーカーを使用する場合は前もって音量調整をお願いします。

（ハレーションが発生しない限度で、大きな音量にてお願いします）

●PC プロジェクター ・・・ アスペクト比（画面比率）を事前に １６：９ に設定してください。

   再生コントラストは通常値以下でお願いします。２ｍ以上のＨＤＭＩケーブル（ｄｓｕｂ可）必須。

●スクリーン ・・・ 受講者の目線延長よりやや高い位置で設営してください。受講者が顔を

上げない程度の高さでお願いします。
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PC プロジェクター
椅子（２脚）

長机

講師の机と椅子は受講者と同

じ位置に設置してください。

舞台には設置しないでください

無線マイクが最適

ピンマイクは不可

マイクスタンド不要

移動スピーカー

体育館等で設置されて

いるスピーカーでも可

スクリーン

パソコン

会場設営図

重要

都内小学校用

受講者の椅子

＊机は不要です。 図書室等で大きな机がある場合は机の撤去

をお願いします。試視聴の集中を害する体育座りは厳禁です。

受講者の動静が落ち着いた時点で先生方も着席してください

＊体育座りは厳禁

受講者の後方に出入

口設営をお願いします

＊厳冬期（12 月～2 月）、猛暑期（7 月～9 月初旬）における空調設備がない会場はお避けください

図 １

HDMI（2m 以上）

講師の机と受講者間は２M 以上の間隔でお願いします

学校にある最も大きなスク

リーンを使用してください。

受講者が 20 名以下の場合

65 インチ以上の大型テレビ

でも可能です

講師は PC 操作をしながら話します

ので、講師パソコンは机上に設置し

ます。



②代替機の準備 ・・・ 講師が持参する PC 等の代替機

パソコン ・・・ 講師持参のパソコンが故障した場合の代替用としてご用意ください。

mp4 再生可能なソフトウェアがインストール済のパソコンです。

小型スピーカー ・・・ 上記同様に講師が持参する小型スピーカーが故障の際に必要です。

２．受講者資料について

①受講者用レジュメの印刷 ・・・ 下図によりレジュメを印刷してください

②受講者への指示 ・・・ 特別授業の当日に受講者全員が会場に持参する

●上記①で印刷したレジュメ

●筆記具と下敷き（探検ボードまたは厚めのノート等）

③感想記入用紙の印刷と受講者への配布

USB でデータを移行します。USB のセキュリティが解除されている校内パソコンまたは個人

所有のパソコンをご準備ください。
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１．左記（図２）にて「原爆先生」のホームページを表示して

ください

教 材

２．「学習の補助」の「小学校用の印刷」を順にクリックし、小学校用資料（レジュメ）を印刷して

受講者全員に配布してください。この資料は授業の前に配布を願います。

必須です！
レジュメ・筆記具等の使用方法は、当日に講師から説明します。

図 ２

図 ３

任意です

上記（図３）の「感想記入用紙」を印刷し、受講者の感想を記入して当方にお

送りください。私共のホームページに掲載させていただいております。

                  

濃い鉛筆で記入するようご指導をお願いします。

ホームページへの掲載が不可の場合はご一報ください



３．講師と授業時間について

①講師の到着時刻

講師は、特別授業開始時間の１５分前までに貴校に訪問いたします。到着後すぐに会場で諸準備を行

いますので講師待機場所の設営は不要です。

②授業時間・休憩

前半４５分、休憩５分、後半４５分の計９５分が必要です。２０分休みがある場合でも５分の休憩時間で

お願いします。（受講者の集中を継続させる理由からです） 万一、開始が遅延した場合でも特別授業の

内容は変更せず、遅延時間分が終了時間よりずれ込むことをご了承ください。

４．その他の留意事項

①授業時間内は校内放送を停止してください

校内放送は受講者の集中を阻害する最大の要因です。校内放送（音楽放送を含む）を前もって停止す

るご配慮をお願いします。チャイムもできるだけ停止を希望します。

   

②保護者の参加について

公開日等の保護者参加を許容します。児童の後方に保護者用の椅子をご用意ください。保護者にも

レジュメを配布してください。尚、参加を希望される保護者には以下を事前にご連絡ください。

  １．特別授業中の会場入室および退室はお控えください

  ２．小学生以下の同伴入室はご遠慮ください

③質問時間を設定しません

原爆や戦争のテーマでは答えが無数に存在します。よって、特別授業終了後に質問時間を設定いたし

ません。また、前記しました感想用紙に質問を記入されても質問の回答はできません。

④撮影許可

特別授業の写真撮影は自由です。 また、撮影した写真を貴校のホームページに掲載することも

自由にお願いします。 但し、動画撮影はお断りします。

合計６枚が送信されなかった場合、表紙（１枚目）記載の番号にご連絡ください ４／６

当日欠席者や保護者等へのオンライン配信をお断りします。対面による特別授業は対面

実施用として企画・構成・演出を行っています。対面授業を撮影した映像を放映し、または

オンラインで配信すれば対面での授業とは全く別物になり品質と評価が著しく低下します。

オンライン配信はお断りします

上記を補うため、 私共は「特別授業の映像配信コンテンツ」 を製作しました。

対面授業の実施校に特別提供方法を用意しております。利用をご検討ください。



５．費用のお支払い方法

特別授業の貴校負担費用  11,000 円 （税および講師の交通費を含む）

お支払いは、当日に現金でお支払いいただくか、または銀行振込みのいずれでも結構です。

領収書または振込に必要な印鑑は当日講師が持参いたします。講師にお申し付けください。

   振込先  三菱ＵＦＪ銀行 日比谷支店 普通預金 0044186  特定非営利活動法人原爆先生

６．感染症対策に関する特記事項

ウィルス感染予防対策は自治体や学校によって異なるため、貴校指定の対策をお願いします。

当日、講師にご指示ください。 尚、講師は７回目ワクチン接種を 2023 年 10 月 7 日に終了しています。

７．連絡先

ご質問および感想文の送付は下記にお願いします。

（ご質問）   ＊事務所に不在が多いため、ご質問やご連絡は E メールまたは FAX へお願いします。

      特定非営利活動法人原爆先生  池田眞徳

電話 ０４２－４３０－４９８６     ＦＡＸ ０４２－４２７－３００９

Ｅメール  ikeda@hiroshima9.com

（感想文の送付先）

  〒202-0014 西東京市富士町４－１３－２５－１１０５ 池田眞徳（原爆先生）宛

（ホームページ）

                         

以上

合計６枚が送信されなかった場合、表紙（１枚目）記載の番号にご連絡ください

私共はＮＰＯ法人で本事業を実施しているため、所得税の源泉徴収は不要です。

貴校の会計ご担当者にこの旨をお伝えください。源泉税に関して疑問点等がありましたら、

当日、講師にご相談をお願いします。

法人への依頼ができない場合

注意： ＮＰＯ法人のため、所得税の源泉徴収は行わないでください

重要： 源泉所得税に関わる事項

法人への支払いができない場合は現金で 11,000 円をお支払いいただくか、または

12,000 円を個人口座宛にお振込みください。個人の口座番号は講師がお知らせします。
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